
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶セルマトリクスを持つ液晶パネルと、前記液晶パネルを駆動するために

少なくとも二つの と、前記少なくとも二つの と
接続されて前記 に 駆動信号を供給する 供給ライン と
、前記 供給ライン の入力段に形成されて前記 供給ライン の
ライン抵抗の合計 抵抗値を持つ を具備することを特徴
とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記 は、約２７０～８３０Ωの抵抗値を持つことを特徴とする請求項１記載の
液晶表示装置。
【請求項３】
　前記 供給ライン は、前記液晶パネルの上に形成されて、前記 駆動
信号を前記少なくとも二つの に供給する第１信号ラインと、前記液 ネ
ルの外郭領域に位置する第２信号ラインを含むことを特徴とする請求項１記載の液晶表示
装置。
【請求項４】
　前記 は、前記第１信号ライン上に形成されることを特徴とする請求項３記載の
液晶表示装置。
【請求項５】
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　前記液 ネル上に形成される多数のゲートラインをさらに具備して、前記少なくとも
二つの のそれぞれは、前記多数のゲートラインにゲート 信号を供給す
るゲート駆動回路を含むことを特徴とする請求項３記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記ゲート駆動回路には前記 供給ライン を通してゲート 信号のロー
論理電圧が供給されることを特徴とする請求項５記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記ゲート駆動回路には前記 供給ライン を通してゲート 信号のハイ
論理電圧が供給されることを特徴とする請求項５記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　データ駆動回路からのデータ信号を供給するために前記液晶パネル上に形成された多数
のデータラインと、前記データ駆動回路を持つそれぞれのデータテープキャリアパッケー
ジと、前記 に対応 て前記ゲート駆動回路をそれぞれ持
つ少なくとも二つのゲートテープキャリアパッケージと、前記データテープキャリアパッ
ケージと連結された印刷回路基板をさらに具備することを特徴とする請求項５記載の液晶
表示装置。
【請求項９】
　前記印刷回路基板上に形成されて前記ゲート駆動回路及びデータ駆動回路を制御するた
めの駆動タイミング制御信号を生成して、前記 供給ライン に供給するタイ
ミングコントローラーと、前記印刷回路基板上に形成されて前記ゲート 回路及びデー
タ 回路に供給される駆動電圧を生成して前記 供給ライン に供給する電
源供給部をさらに具備することを特徴とする請求項８記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記タイミングコントローラー及び電源供給部の中から少なくともいずれか一つで生成
されたゲート 信号は前記データテープキャリアパッケージを通して前記少なくとも二
つのゲート 回路に供給されることを特徴とする請求項９記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記 は、前記タイミングコントローラーに内装されることを特徴とする請求項
９記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　前記 は、前記電源供給部に内装されることを特徴とする請求項９記載の液晶表
示装置。
【請求項１３】
　前記ゲート 回路には前記 供給ライン を通して前記駆動タイミング制
御信号が供給されることを特徴とする請求項９記載の液晶表示装置。
【請求項１４】
　前記 は、前記印刷回路基板に位置する前記第２信号ライン上に形成されること
を特徴とする請求項８記載の液晶表示装置。
【請求項１５】
　前記 は、前記データテープキャリアパッケージに位置する前記第２信号ライン
上に形成されることを特徴とする請求項８記載の液晶表示装置。
【請求項１６】
　前記 二つのゲートテープキャリアパッケージのそれぞれに
形成されることを特徴とする請求項８記載の液晶表示装置。
【請求項１７】
　前記 は、水平ラインブロック間の明るさの差を防止するに十分な抵抗であるこ
とを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項１８】
　前記 供給ライン は、前記少なくとも二つの に前記
駆動信号を共通で供給するために液 ネル上に形成されたラインオンガラス型信号ライ
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ンと、前記ラインオンガラス型信号ラインに前記 駆動信号を供給する信号伝送ライ
ンを含むことを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項１９】
　前記液 ネル上に形成される多数のゲートラインをさらに具備して、前記少なくとも
二つの のそれぞれは前記多数のゲートラインにゲート 信号を供給する
ゲート駆動回路を含むことを特徴とする請求項 記載の液晶表示装置。
【請求項２０】
　データ駆動回路からのデータ信号を供給するために前記液晶パネル上に形成された多数
のデータラインと、前記データ駆動回路が実装されたデータテープキャリアパッケージと
、前記ゲート駆動回路が実装されたゲートテープキャリアパッケージと、前記データテー
プキャリアパッケージと連結された印刷回路基板をさらに具備することを特徴とする請求
項 記載の液晶表示装置。
【請求項２１】
　前記印刷回路基板上に形成されて前記ゲート駆動回路及びデータ駆動回路を制御するた
めの駆動タイミング制御信号を生成して前記 供給ライン に供給するタイミ
ングコントローラーと、前記印刷回路基板上に形成されて前記ゲート 回路及びデータ

回路に供給される駆動電圧を生成して前記 供給ライン に供給する電源
供給部をさらに具備することを特徴とする請求項 記載の液晶表示装置。
【請求項２２】
　前記タイミングコントローラー及び電源供給部の中から少なくともいずれか一つで生成
されたゲート 信号は前記データテープキャリアパッケージを通して前記少なくとも二
つのゲート 回路に供給されることを特徴とする請求項 記載の液晶表示装置。
【請求項２３】
　前記 は前記印刷回路基板に位置する前記信号伝送ライン上に形成されることを
特徴とする請求項 記載の液晶表示装置。
【請求項２４】
　前記 は前記データテープキャリアパッケージに位置する前記信号伝送ライン上
に形成されることを特徴とする請求項 記載の液晶表示装置。
【請求項２５】
　前記 は前記ラインオンガラス型信号ライン上に形成されることを特徴とする請
求項 記載の液晶表示装置。
【請求項２６】
　前記 は前記タイミングコントローラーに内蔵するように形成することを特徴と
する請求項 記載の液晶表示装置。
【請求項２７】
　前記 は前記電源供給部に内蔵するように形成することを特徴とする請求項９記
載の液晶表示装置。
【請求項２８】
　前記ゲート 回路には前記 供給ライン を通して前記駆動タイミング制
御信号が供給されることを特徴とする請求項 記載の液晶表示装置。
【請求項２９】
　液晶セルマトリクスを持つ液晶パネルを形成する段階と、前記液 ネルを駆動するた
め 少なくとも二つの 回路を用意する段階と、ライン抵
抗 合計 抵抗値を持つ を入力段に含み、前記少なくと
も二つの 回路と接続されて前記 駆動信号を供給する 供給ラ
イン を形成する段階を含むことを特徴とする液晶表示装置の製造方法。
【請求項３０】
　 回路に 供給ライン を
通して供給される 駆動信号の電流成分を、前記 供給ライン の入力段
に形成されて前記 供給ライン のライン抵抗 合計 抵抗
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値を持つ で制限する段階と、前記少なくとも二つの 回路に供給された
駆動信号を利用して液晶パネルを駆動する段階を含むことを特徴とする液晶表示装

置の駆動方法。
【請求項３１】
　前記少なくとも二つの に前記 駆動信号を供給する段階は前記液晶
パネルのゲートラインを駆動するゲート駆動信号のロー論理電圧及びハイ論理電圧の中か
ら少なくともいずれか一つを供給する段階であることを特徴とする請求項 記載の液晶
表示装置の駆動方法。
【請求項３２】
　前記少なくとも二つの に前記 駆動信号を供給する段階は前記液晶
パネルのゲートラインの駆動を制御するためのタイミング駆動制御信号を前記少なくとも
二つの に供給する段階であることを特徴とする請求項 記載の液晶表示
装置の駆動方法。
【請求項３３】
　透明基板を含む液晶パネルと、前記透明基板の一側に隣接されるように形成された

テープキャリアパッケージと、前記液晶パネルを駆動するために テープキ
ャリアパッケージのそれぞれの上に形成され

と、印刷回路基板と、
前記印刷回路 から前記 それぞれ対応 る ゲート駆動回
路に 駆動信号を供給する 信号ライン と、前記 駆動信号の電流成分
を制限するために前記 信号ライン の入力段に形成されて前記所定のライン抵抗
合計 抵抗値を持つ少なくとも一つの を具備することを
特徴とする液晶表示装置。
【請求項３４】
　基板を含む液晶パネルと、前記液晶パネルを駆動するために

と、印刷回路基板と、
前記印刷回路 から前記 それぞれ対応 る

ゲート駆動回路に 駆動信号を供給する 信号ライン と、前記 駆動信
号の電流成分を制限するために前記 信号ライン 上に形成されて前記所定のライ
ン抵抗合計 抵抗値を持つ少なくとも一つの を具備する
ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３５】
　前記基板は透明基板であることを特徴とする請求項 記載の液晶表示装置。
【請求項３６】
　前記基板はガラス及びプラスチックの中から少なくともいずれか一つを含むことを特徴
とする請求項 記載の液晶表示装置。
【請求項３７】
　前記 駆動信号はタイミングコントローラーからの制御信号を含むことを特徴とす
る請求項 記載の液晶表示装置。
【請求項３８】
　前記 駆動信号は電源供給部からの電源信号を含むことを特徴とする請求項 記
載の液晶表示装置。
【請求項３９】
　前記電源電圧はロー論理のゲート電圧とハイ論理のゲート電圧を含むことを特徴とする
請求項 記載の液晶表示装置。
【請求項４０】
　前記 は前記印刷回路基板上に位置することを特徴とする請求項 記載の液晶
表示装置。
【請求項４１】
　前記 は前記印刷回路基板の外部に位置することを特徴とする請求項 記載の

10

20

30

40

50

(4) JP 3920837 B2 2007.5.30

制限抵抗 ゲート駆動
ゲート

ゲート駆動回路 ゲート

３０

ゲート駆動回路 ゲート

ゲート駆動回路 ３０

少な
くとも二つの 各

互いに直列接続された少なくとも二つのゲー
ト駆動回路 前記透明基板上に形成されて所定のライン抵抗を有し、

基板 液晶パネルの各表示領域に す 前記
ゲート ＬＯＧ型 群 ゲート

ＬＯＧ型 群
を無視できるほどの大きい 制限抵抗

互いに直列接続された少な
くとも二つのゲート駆動回路 前記透明基板上に形成されて所定のラ
イン抵抗を有し、 基板 液晶パネルの各表示領域に す

ゲート ＬＯＧ型 群 ゲート
ＬＯＧ型 群

を無視できるほどの大きい 制限抵抗

３４

３４

ゲート
３４

ゲート ３４

３８

制限抵抗 ３４

制限抵抗 ３４



液晶表示装置。
【請求項４２】
　前記 の抵抗は前記表示領域の第１及び第２領域の間の横線が実質的に見えない
ようにする抵抗値を持つことを特徴とする請求項 記載の液晶表示装置。
【請求項４３】
　前記 の抵抗は前記表示領域の第１及び第２領域の間の横線が完全に見えないよ
うにする抵抗値を持つことを特徴とする請求項 記載の液晶表示装置。
【請求項４４】
　前記 の抵抗は前記表示領域の第１及び第２領域の間の横線の発生を防止させる
抵抗値を持つことを特徴とする請求項 記載の液晶表示装置。
【請求項４５】
　前記第１及び第２ と直列に接続されて前記表示領域の第３領域と対応
る第３ をさらに具備して、前記信号ラインは所定の第２ライン抵抗を持ち
前記第２及び第３ の間に位置して前記少なくとも一つの は前記第
１及び第２ の間のＬＯＧ型信号ライン に含まれたライン抵抗と前記第２
ライン抵抗の合計 抵抗値を持つことを特徴とする請求項 記
載の液晶表示装置。
【請求項４６】
　前記 の抵抗は前記表示領域の第１及び第２ブロック間の第１横線と前記第２及
び第３ブロック間の第２横線が充分に見えないようにする抵抗値を持つことを特徴とする
請求項 記載の液晶表示装置。
【請求項４７】
　前記 の抵抗は前記表示領域の第１及び第２ブロック間の第１横線と前記第２及
び第３ブロック間の第２横線が完全に見えないようにする抵抗値を持つことを特徴とする
請求項 記載の液晶表示装置。
【請求項４８】
　前記表示領域のブロックのそれぞれに対応 て前記表示領域の大きさと開口率により必
要なだけの をさらに具備することを特徴とする請求項 記載の液晶表示
装置。
【請求項４９】
　前記 は前記表示パネルに電圧を供給して、前記

により前記表示パネルに供給された電圧は同一であることを特
徴とする請求項 記載の液晶表示装置。
【請求項５０】
　第２信号ラインをさらに具備することを特徴とする請求項 記載の液晶表示装置。
【請求項５１】
　前記信号ラインは基板と直接接触されることを特徴とする請求項 記載の液晶表示装
置。
【請求項５２】
　前記印刷回路基板は前記テープキャリアパッケージにより表示パネルから離れて位置す
ることを特徴とする請求項 記載の液晶表示装置。
【請求項５３】
　前記少なくとも一つの は前記テープキャリアパッケージ上に形成されることを
特徴とする請求項 記載の液晶表示装置。
【請求項５４】
　前記表示パネルは前記テープキャリアパッケージと連結される第１側面と前記

と連結される第２側面を含むことを特徴とする請求項 記載の
液晶表示装置。
【請求項５５】
　前記 駆動信号を生成するタイミングコントローラーをさらに具備することを特徴
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とする請求項 記載の液晶表示装置。
【請求項５６】
　前記 駆動信号はタイミング制御信号を含むことを特徴とする請求項 記載の液
晶表示装置。
【請求項５７】
　前記 は約２７０～８３０Ωの抵抗値を持つことを特徴とする請求項 記載の
液晶表示装置。
【請求項５８】
　前記 は約４３０～７６０Ωの抵抗値を持つことを特徴とする請求項 記載の
液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示装置に関わり、特に、水平ラインブロック間の輝度差を防止すること
ができる液晶表示装置及びその製造方法並びにその駆動方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　通常の液晶表示装置（ Liquid Crystal Display：以下 "ＬＣＤ "と言う）は電界を利用し
て液晶の光透過率を調節することで画像を表示するようになる。このために、液晶表示装
置は液晶セルがマトリクス状に配列された液晶パネルと、この液晶パネルを駆動するため
の駆動回路とを具備する。
【０００３】
　液晶パネルにはゲートラインとデータラインが交差するように配列されて、そのゲート
ラインとデータラインとが交差する領域に液晶セルが位置するようになる。この液晶パネ
ルには液晶セルのそれぞれに電界を印加するための画素電極と共通電極が備えられる。画
素電極のそれぞれはスイッチング素子である薄膜トランジスタ（ Thin Film Transistor）
のソース及びドレイン端子を経由してデータラインの中からいずれかに接続される。薄膜
トランジスタのゲート端子は画素電圧信号が１ライン分毎の画素電極に印加されるように
するゲートラインの中からいずれかに接続される。
【０００４】
　駆動回路はゲートラインを駆動するためのゲートドライバーと、データラインを駆動す
るためのデータドライバーと、ゲートドライバーとデータドライバーを制御するためのタ
イミングコントローラーと、液晶表示装置で使われる各種の駆動電圧を供給する電源供給
部を具備する。タイミングコントローラーは、ゲートドライバー及びデータドライバーの
駆動タイミングを制御すると共にデータドライバーに画素データ信号を供給する。
【０００５】
　電源供給部は、入力電源を利用して液晶表示装置で必要とする共通電圧ＶＣＯＭ、ゲー
トハイ電圧ＶＧＨ、ゲートロー電圧ＶＧＬのような駆動電圧を生成する。ゲートドライバ
ーは、スキャニング信号をゲートラインに順次供給して液晶パネル上の液晶セルを１ライ
ン分ずつ順次駆動する。データドライバーは、ゲートラインの中からいずれかにスキャニ
ング信号が供給される度にデータラインのそれぞれに画素電圧信号を供給する。これによ
り、液晶表示装置は、液晶セル毎画素電圧信号により画素電極と共通電極との間に印加さ
れる電界により光透過率を調節することで画像を表示する。
【０００６】
　これらの中で液晶パネルと直接接続されるデータドライバーとゲートドライバーは多数
のＩＣ（ Integrated Circuit）に集積化される。集積化されたデータドライブＩＣとゲー
トドライブＩＣのそれぞれはＴＣＰ（ Tape Carrier Package）の上に実装されてＴＡＢ（
Tape Automated Bonding）方式で液晶パネルに接続されたりＣＯＧ（ Chip On Glass）方
式で液晶パネルの上に実装されたりする。
【０００７】
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　ここで、ＴＣＰを通してＴＡＢ方式で液晶パネルに接続されるドライブＩＣは、ＴＣＰ
に接続されたＰＣＢ（ Printed Circuit Board）に形成された信号ラインを通して外部か
ら入力される制御信号及び駆動電圧が供給されると共に相互接続される。詳細に言うと、
データドライブＩＣは、データＰＣＢに形成された信号ラインを通して直列に接続される
と共に、タイミングコントローラーからの制御信号及び画素データ信号と、電源供給部か
らの駆動電圧が共通供給されるようになる。ゲートドライブＩＣは、ゲートＰＣＢに形成
された信号ラインを通して直列に接続されると共に、タイミングコントローラーからの制
御信号と、電源供給部からの駆動電圧が共通供給されるようになる。
【０００８】
　ＣＯＧ方式で液晶パネルに実装されるドライブＩＣは、信号ラインが液晶パネル、すな
わち下部ガラスの上に実装されるラインオンガラス（ Line On Glass；以下ＬＯＧという
）方式で相互接続されると共にタイミングコントローラー及び電源供給部からの制御信号
及び駆動電圧が供給されるようになる。
【０００９】
　最近では、ドライブＩＣがＴＡＢ方式で液晶パネルに接続される場合にもＬＯＧ方式を
採択してＰＣＢを除去することで液晶表示装置をさらに薄形化することができるようにし
ている。特に、相対的に少ない信号ラインを要するゲートドライブＩＣに接続される信号
ラインをＬＯＧ方式で液晶パネルの上に形成することでゲートＰＣＢを除去している。す
なわち、ＴＡＢ方式のゲートドライブＩＣは、液晶パネルの下部ガラスの上に実装される
信号ラインを通して直列に接続されると共に制御信号及び駆動電圧信号（以下、ゲート駆
動信号と言う）が共通供給されるようになる。
【００１０】
　実際に、ＬＯＧ型信号ラインを利用してゲートＰＣＢを除去した液晶表示装置は、図１
に示すように、液晶パネル１と、液晶パネル１とデータＰＣＢ１２の間に接続された多数
個のデータＴＣＰ８と、液晶パネル１の他の側に接続された多数のゲートＴＣＰ１４と、
データＴＣＰ８のそれぞれに実装されたデータドライブＩＣ１０と、ゲートＴＣＰ１４の
それぞれに実装されたゲートドライブＩＣ１６を具備する。
【００１１】
　液晶パネル１は、各種信号ラインと共に薄膜トランジスタアレイが形成された下部基板
２と、カラーフィルターアレイが形成された上部基板４と、下部基板２と上部基板４との
間に注入された液晶を含む。このような液晶パネル１には、ゲートライン２０とデータラ
イン１８の交差領域毎に備えられる液晶セルで構成されて画像を表示する画像表示領域２
１が備えられる。
【００１２】
　画像表示領域２１の外郭部に位置する下部基板２の外郭領域にはデータライン１８から
伸張されたデータパッドと、ゲートライン２０から伸張されたゲートパッドが位置するよ
うになる。また、下部基板２の外郭領域にはゲートドライブＩＣ１６に供給されるゲート
駆動信号を送るためのＬＯＧ型信号ライン群２６が位置するようになる。
【００１３】
　データＴＣＰ８には、データドライブＩＣ１０が実装されて、そのデータドライブＩＣ
１０と電気的に接続された入力パッド２４と出力パッド２５が形成される。データＴＣＰ
８の入力パッド２４は、データＰＣＢ１２の出力パッドと電気的に接続され、出力パッド
２５は、下部基板２上のデータパッドと電気的に接続される。
【００１４】
　特に、一番目のデータＴＣＰ８は下部基板２上のＬＯＧ型信号ライン群２６に電気的に
接続されるゲート駆動信号伝送ライン群２２が追加形成される。このゲート駆動信号、伝
送ライン群２２は、データＰＣＢ１２を経由してタイミングコントローラー及び電源供給
部から供給されるゲート駆動信号をＬＯＧ型信号ライン群２６に供給するようになる。
【００１５】
　データドライブＩＣ１０は、デジタル信号である画素データ信号をアナログ信号である
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画素電圧信号に変換して液晶パネル上のデータライン１８に供給する。
【００１６】
　ゲートＴＣＰ１４には、ゲートドライブＩＣ１６が実装されて、そのゲートドライブＩ
Ｃ１６と電気的に接続されたゲート駆動信号伝送ライン群２８及び出力パッド３０が形成
される。ゲート駆動信号伝送ライン群２８は、下部基板２上のＬＯＧ型信号ライン群２６
と電気的に接続され、出力パッド３０は下部基板２上のゲートパッドと電気的に接続され
る。
【００１７】
　ゲートドライブＩＣ１６は入力制御信号に応答してスキャニング信号、すなわちゲート
ハイ電圧ＶＧＨをゲートライン２０に順次供給する。また、ゲートドライブＩＣ１６はゲ
ートハイ電圧ＶＧＨが供給される期間を除いた残り期間にゲートロー電圧ＶＧＬをゲート
ライン２０に供給する。
【００１８】
　ＬＯＧ型信号ライン群２６は、通常、ゲート 信号のハイ論理電圧（ゲートハイ電圧
）ＶＧＨ、ゲート 信号のロー論理電圧（ゲートロー電圧）ＶＧＬ、共通電圧ＶＣＯＭ
、グラウンド電圧信号ＧＮＤ、電源電圧ＶＣＣのような電源供給部から供給される駆動電
圧信号と、ゲートスタートパルスＧＳＰ、ゲートシフトクロック信号ＧＳＣ、ゲートイネ
ーブル信号ＧＯＥのようなタイミングコントローラーから供給されるゲート制御信号のそ
れぞれを供給する信号ラインで構成される。
【００１９】
　このようなＬＯＧ型信号ライン群２６は、画像表示部２１の外郭領域に位置するパッド
部のように非常に限定された狭い空間で微細パターンで並んで形成される。そして、ＬＯ
Ｇ型信号ライン群２６は、ゲートライン２０と同一のゲート金属で構成される。ゲート金
属としては、通常、ＡｌＮｄのように比較的に大きい比抵抗値（０．０４６）を持つ金属
が利用される。
【００２０】
　このように、ＬＯＧ型信号ライン群２６が制限された領域内で微細パターンに形成され
ると共に比較的に大きい比抵抗値を持つゲート金属で構成されるにことにより、既存のゲ
ートＰＣＢに銅薄で形成された信号ラインと対比して相対的に高い抵抗成分を含むように
なる。また、ＬＯＧ型信号ライン群２６の抵抗値は、ラインの長さに比例することにより
、データＰＣＢ１２から遠くなるほどライン抵抗値が増加してゲート駆動信号が減殺する
ようになる。この結果、ＬＯＧ型信号ライン群２６を通して伝送されるゲート駆動信号が
そのライン抵抗値によりゆがめられることで画像表示部２１に表示される画像の品質が低
下されるようになる。
【００２１】
　これを詳細に言うと、従来の液晶表示装置は、ゲートロー電圧ＶＧＬ及びゲートハイ電
圧ＶＧＨをそれぞれ供給するＬＯＧ型信号ラインＬＶＧのそれぞれが図２に図示したよう
に第１データＴＣＰ８と第１及至第３ゲートＴＣＰ（１４Ａ乃至１４Ｃ）の間のそれぞれ
に接続される第１乃至第３ＬＯＧ型信号ラインＬＶＧ１乃至ＬＶＧ３で構成される。第１
及至第３ＬＯＧ型信号ラインＬＶＧ１乃至ＬＶＧ３は、そのラインの長さに比例するライ
ン抵抗値 を持ち、第１及至第３ゲートＴＣＰ（１４Ａ乃至１４Ｃ）を経由して
直列で連結される。
【００２２】
　すなわち、第１ゲートＴＣＰ１４Ａに実装されたゲートドライブＩＣ１６には、第１Ｌ
ＯＧ型信号ラインＬＶＧ１の第１ライン抵抗値Ａに比例して電圧降下されたゲートハイ電
圧ＶＧＨ及びゲートロー電圧ＶＧＬを含む第１ゲート電圧ＶＧ１が供給される。第１ゲー
ト電圧ＶＧ１は、第１ゲートドライブＩＣ１６を通して第１水平ラインブロックＡのゲー
トラインに供給される。
【００２３】
　第２ゲートＴＣＰ１４Ｂに実装されたゲートドライブＩＣ１６には、直列接続された第
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１ＬＯＧ型信号ラインＬＶＧ１及び第２ＬＯＧ型信号ラインＬＶＧ２の第２ライン抵抗値
（ａ＋ｂ）に比例して電圧降下されたゲートハイ電圧ＶＧＨ及びゲートロー電圧ＶＧＬを
含む第２ゲート電圧ＶＧ２が供給される。第２ゲート電圧ＶＧ２は、第２ゲートドライブ
ＩＣ１６を通して第２水平ラインブロックＢのゲートラインに供給される。
【００２４】
　第３ゲートＴＣＰ１４Ｃに実装されたゲートドライブＩＣ１６には、直列接続された第
１ＬＯＧ型信号ライン乃至第３ＬＯＧ型信号ラインＬＶＧ１乃至ＬＶＧ３の第３ライン抵
抗値（ａ＋ｂ＋ｃ）に比例して電圧降下されたゲートハイ電圧ＶＧＨ及びゲートロー電圧
ＶＧＬを含む第３ゲート電圧ＶＧ３が供給される。第３ゲート電圧ＶＧＬ３は、第３ゲー
トドライブＩＣ１６を通して第３水平ラインブロックＣのゲートラインに供給される。
【００２５】
　このように、ゲートドライブＩＣ１６毎ゲートラインに供給するゲート電圧ＶＧ１乃至
ＶＧ３に差が発生することにより、互いに異なるゲートドライブＩＣ１６に接続される水
平ラインブロックＡ乃至Ｃ間に輝度差が発生するようになる。この水平ラインブロックＡ
乃至Ｃの輝度差は、水平線６のように明らかになり、画面が分割されたように見えるよう
になることで画質低下をもたらす。
【００２６】
　特に、第１ゲートドライブＩＣから第３ゲートドライブＩＣの方へ進行するほどＬＯＧ
型信号ラインＬＶＧのライン抵抗値 が加算されることにより、水平ラインブロ
ックＡ乃至Ｃに供給される第１乃至第３ゲート電圧ＶＧ１乃至ＶＧ３は、ＶＧ１＞ＶＧ２
＞ＶＧ３のような関係を持つようになる。
【００２７】
　このようなゲートドライブＩＣ１６単位のゲート電圧の差は、ゲートドライブＩＣ１６
のそれぞれに独立的に接続される多数のＬＯＧ型ゲート電圧伝送ラインを備えて、そのラ
インの断面積をラインの長さに反比例するように増加させる方法等を利用して補償するこ
とができる。しかし、ＬＯＧ型信号ライン群２６が形成される画像表示部２１の外郭領域
は限定されているので、多数個のＬＯＧ型信号ラインを備えるのが難しいだけでなく断面
積を増加させるのに限界がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２８】
　従って、制限された空間内に形成されるＬＯＧ型信号ライン群２６の設計変更なしにラ
イン抵抗によるゲート電圧の差を補償することができる方案が必要である。
【００２９】
　本発明の目的は水平ラインブロックの間の輝度差を防止することができる液晶表示装置
及びその製造方法並びにその駆動方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００３０】
　前記の目的を達成するために、本発明に係る液晶表示装置は、液晶セルマトリクスを持
つ液晶パネルと、前記液晶パネルを駆動するために 少なくとも二つ
の と、前記少なくとも二つの と接続されて前記

に 駆動信号を供給する 供給ライン と、前記 供給ラ
イン の入力段に形成されて前記 供給ライン のライン抵抗の合計

抵抗値を持つ を具備することを特徴とする。
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互いに直列接続された
ゲート駆動回路 ゲート駆動回路 ゲート駆動

回路 ゲート ＬＯＧ型信号 群 ＬＯＧ型信号
群 ＬＯＧ型信号 群 を無視で

きるほどの大きい 制限抵抗
また、本発明に係る液晶表示装置の製造方法は、液晶セルマトリクスを持つ液晶パネル

を形成する段階と、前記液晶パネルを駆動するために互いに直列接続された少なくとも二
つのゲート駆動回路を用意する段階と、ライン抵抗の合計を無視できるほどの大きい抵抗
値を持つ制限抵抗を入力段に含み、前記少なくとも二つのゲート駆動回路と接続されて前
記ゲート駆動信号を供給するＬＯＧ型信号供給ライン群を形成する段階を含むことを特徴
とする。



　

　

　

【発明の効果】
【００９１】
　本発明に係る液晶表示装置及びその製造方法並びにその駆動方法は、ＬＯＧ型信号ライ
ンの入力段にＬＯＧ型信号ライン群のライン抵抗の合計より相対的に大きい制限抵抗を形
成することにより、水平ラインブロック間の輝度の差を防止するようになる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００９２】
第１の実施の形態
　以下、図３乃至図１５を参照して本発明の好ましい実施の形態に対して説明する。図３
は本発明の第１の実施の形態による液晶表示装置を示す図面である。図３を参照すると、
本発明の第１の実施の形態による液晶表示装置は、液晶パネル３４と、液晶パネル３４と
データＰＣＢ４４との間に接続された多数個のデータＴＣＰ４０と、液晶パネル３４の他
の側に接続された多数個のゲートＴＣＰ４６Ａ乃至４６Ｃと、データＴＣＰ４０のそれぞ
れに実装されたデータドライブＩＣ４２と、ゲートＴＣＰ４６Ａ乃至４６Ｃのそれぞれに
実装されたゲートドライブＩＣ４８Ａ乃至４８Ｃと、ゲートドライブＩＣ４８とデータド
ライブＩＣ４２に供給される駆動電圧を生成する電源供給部５０と、ゲートドライブＩＣ
４８とデータドライブＩＣ４２を制御するためのタイミングコントローラー６０を具備す
る。
【００９３】
　液晶パネル３４は、各種信号ラインとともに薄膜トランジスタアレイが形成された下部
基板３６と、カラーフィルターアレイが形成された上部基板３８と、下部基板３６と上部
基板３８との間に注入された液晶を含む。このような液晶パネル３４は、ゲートライン５
６とデータライン（図示しない）の交差領域毎に形成された液晶セルにより画像表示領域
４１に画像を表示する。画像表示領域４１の外郭部に位置する下部基板３６の外郭領域に
は、データラインから伸張されたデータパッドと、ゲートライン５６から伸張されたゲー
トパッドが位置するようになる。また、下部基板３６の外郭領域には、ゲートドライブＩ
Ｃ４８Ａ乃至４８Ｃに供給されるゲート駆動信号を伝達るためのＬＯＧ型信号ライン群Ｌ
ＯＧＣ、ＬＯＧＶが位置するようになる。
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また、本発明に係る液晶表示装置の駆動方法は、互いに直列接続された少なくとも二つ
のゲート駆動回路にＬＯＧ型信号供給ライン群を通して供給されるゲート駆動信号の電流
成分を、前記ＬＯＧ型信号供給ライン群の入力段に形成されて前記ＬＯＧ型信号供給ライ
ン群のライン抵抗の合計を無視できるほどの抵抗値を持つ制限抵抗で制限する段階と、前
記少なくとも二つのゲート駆動回路に供給されたゲート駆動信号を利用して液晶パネルを
駆動する段階を含むことを特徴とする。

また、本発明に係る液晶表示装置は、透明基板を含む液晶パネルと、前記透明基板の一
側に隣接されるように形成された少なくとも二つのテープキャリアパッケージと、前記液
晶パネルを駆動するために各テープキャリアパッケージのそれぞれの上に形成され互いに
直列接続された少なくとも二つのゲート駆動回路と、印刷回路基板と、前記透明基板上に
形成されて所定のライン抵抗を有し、前記印刷回路基板から前記液晶パネルの各表示領域
にそれぞれ対応する前記ゲート駆動回路にゲート駆動信号を供給するＬＯＧ型信号ライン
群と、前記ゲート駆動信号の電流成分を制限するために前記ＬＯＧ型信号ライン群の入力
段に形成されて前記所定のライン抵抗合計を無視できるほどの大きい抵抗値を持つ少なく
とも一つの制限抵抗を具備することを特徴とする。

さらに、本発明に係る液晶表示装置は、基板を含む液晶パネルと、前記液晶パネルを駆
動するために互いに直列接続された少なくとも二つのゲート駆動回路と、印刷回路基板と
、前記透明基板上に形成されて所定のライン抵抗を有し、前記印刷回路基板から前記液晶
パネルの各表示領域にそれぞれ対応するゲート駆動回路にゲート駆動信号を供給するＬＯ
Ｇ型信号ライン群と、前記ゲート駆動信号の電流成分を制限するために前記ＬＯＧ型信号
ライン群上に形成されて前記所定のライン抵抗合計を無視できるほどの大きい抵抗値を持
つ少なくとも一つの制限抵抗を具備することを特徴とする。



【００９４】
　データＴＣＰ４０には、データドライブＩＣ４２が実装され、そのデータＴＣＰ４０は
、データドライブＩＣ４２と接続される入出力パッドを通してデータＰＣＢ４４の出力パ
ッド及び下部基板３６のデータパッドと接続される。特に、一番目のデータＴＣＰ４０は
下部基板３６の上のＬＯＧ型信号ライン群ＬＯＧＣ、ＬＯＧＶにそれぞれ接続されるゲー
ト駆動信号伝送ライン群５２ａ、５２ｂをさらに具備する。このゲート駆動信号伝送ライ
ン群５２ａ、５２ｂは、それぞれデータ  ＰＣＢ４４を経由して電源供給部５０及びタイ
ミングコントローラー６０から供給されるゲート駆動信号をＬＯＧ型信号ライン群ＬＯＧ
Ｃ、ＬＯＧＶに供給するようになる。
【００９５】
　タイミングコントローラー６０は、ゲートドライブＩＣ４８及びデータドライブＩＣ４
２の駆動タイミングを制御すると共にデータドライブＩＣ４２に画素データ信号を供給す
る。
【００９６】
　電源供給部５０は、入力電源を利用して液晶表示装置で要する共通電圧ＶＣＯＭ、ゲー
トハイ電圧ＶＧＨ、ゲートロー電圧ＶＧＬ等のような駆動電圧を生成するようになる。
【００９７】
　データドライブＩＣ４２は、デジタル信号である画素データ信号をアナログ信号である
画素電圧信号に変換して液晶パネル３４の上のデータラインに供給する。
【００９８】
　ゲートＴＣＰ４６Ａ乃至４６Ｃには、ゲートドライブＩＣ４８Ａ乃至４８Ｃが実装され
、そのゲートＴＣＰ４６Ａ乃至４６Ｃは、ゲートドライブＩＣ４８Ａ乃至４８Ｃと接続さ
れる出力パッドを通して下部基板３６のゲートパッドと接続される。
【００９９】
　ゲートドライブＩＣ４８Ａ乃至４８Ｃは、入力制御信号に応答してスキャニング信号、
すなわちゲートハイ電圧ＶＧＨをゲートライン５６に順次供給する。また、ゲートドライ
ブＩＣ４８Ａ乃至４８Ｃは、ゲートハイ電圧ＶＧＨが供給される期間を除いた残りの期間
にゲートロー電圧ＶＧＬをゲートライン５６に供給する。
【０１００】
　ＬＯＧ型信号ライン群ＬＯＧＣ、ＬＯＧＶは、通常、ゲートハイ電圧ＶＧＨ、ゲートロ
ー電圧ＶＧＬ、共通電圧ＶＣＯＭ、グラウンド電圧ＧＮＤ、電源電圧ＶＣＣのような電源
供給部５０から生成される駆動電圧信号を供給するＬＯＧ型電圧ラインＬＯＧＶと、ゲー
トスタートパルスＧＳＰ、ゲートシフトクロック信号ＧＳＣ、ゲートイネーブル信号ＧＯ
Ｅのようにタイミングコントローラーから生成されるゲート制御信号を供給するＬＯＧ型
制御ラインＬＯＧＣで構成される。このようなＬＯＧ型信号ライン群ＬＯＧＣ、ＬＯＧＶ
は、ゲートライン５６と同一のゲート金属で構成される。
【０１０１】
　このＬＯＧ型信号ライン群ＬＯＧＣ、ＬＯＧＶの入力段には、相対的に抵抗値が大きい
制限抵抗Ｒｓが形成される。この制限抵抗Ｒｓにより、ＬＯＧ型信号ライン群ＬＯＧＣ、
ＬＯＧＶのライン抵抗 が無視されてライン抵抗によるゲートドライブＩＣ４８
毎のゲート駆動信号の電圧差を防止することができるようになる。
【０１０２】
　このような制限抵抗Ｒｓは、図３に示すように、データＰＣＢ４４に位置するゲート駆
動信号ライン５２ａ、５２ｂに直列接続される。また、制限抵抗Ｒｓは、データＴＣＰ４
０に位置するゲート駆動信号ライン５２ａ、５２ｂに直列接続される。また、タイミング
コントローラー６０のゲート駆動信号の出力段に直列接続されて内装されたり、電源供給
部５０のゲート駆動信号の出力段に直列接続されて内装されたりする。また、制限抵抗Ｒ
ｓは、図４に示すように、液晶パネル３４のＬＯＧ型信号ライン群ＬＯＧＣ、ＬＯＧＶの
入力段、すなわち第１ＬＯＧ型信号ラインに直列に接続されるように形成される。
【０１０３】
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　この制限抵抗Ｒｓは、図５に図示したように、ゲートＴＣＰ４６Ａ、４６Ｂ、４６Ｃの
間に形成される第１乃至第３ＬＯＧ型信号ライン群のライン抵抗 と直列に連結
されて、式（１）のように、ＬＯＧ型信号ライン群のライン抵抗（ａ、ｂ、ｃ）の合計（
ａ＋ｂ＋ｃ）を無視することができるほどの大きい抵抗を持つようになる。例えば、制限
抵抗Ｒｓは、約２７０～８３０Ω程度の抵抗値を持つようにする。
【０１０４】
【数１】
　
　
【０１０５】
　このような制限抵抗Ｒｓによりゲート駆動信号の電流量Ｉが制限されることで、この制
限抵抗Ｒｓに直列接続されるＬＯＧ型信号ライン群ＬＯＧＣ、ＬＯＧＶを経由して各ゲー
トドライブＩＣ４８Ａ乃至４８Ｃに印加される電流量Ｉも次式（２）のように制限される
。
【０１０６】
【数２】
　
　
　
【０１０７】
　このような電流量の制限によりＬＯＧ型信号ライン群ＬＯＧＣ、ＬＯＧＶのライン抵抗

のゲート駆動信号の電圧成分Ｖａ、Ｖｂ、Ｖｃに及ぶ影響は無視するほどに減
少される。これにより、式（３）のように、各ゲートドライブＩＣ４８Ａ、４８Ｂ、４８
Ｃには略同一な電圧成分Ｖａ、Ｖｂ、Ｖｃを持つゲート駆動信号が印加される。
【０１０８】
【数３】
　
　
　
【０１０９】
　このように、本発明の第１の実施の形態による液晶表示装置は、第１ゲートドライブＩ
Ｃ４８Ａのゲート駆動信号の入力段に形成される制限抵抗ＲｓによりＬＯＧ型信号ライン
群ＬＯＧＣ、ＬＯＧＶのライン抵抗が無視するほどに小くなり、各ゲートドライブＩＣ４
８Ａ、４８Ｂ、４８Ｃの入力段にかかる抵抗が等しくなるようになる。これにより、各ゲ
ートドライブＩＣ４８Ａ、４８Ｂ、４８Ｃを経由して、同一なゲート駆動信号がゲートラ
イン５６に供給されることにより水平ラインブロックＡ、Ｂ、Ｃの間の輝度差は防止され
る。
【０１１０】
第２の実施の形態
　図６は、本発明の第２の実施の形態による液晶表示装置を示す図面であり、ＬＯＧ型信
号ライン群の中でゲートロー電圧を伝送するＬＯＧ型電圧ラインまたはゲート駆動信号ラ
イン群の入力段に制限抵抗が設置された場合を図示したものである。
【０１１１】
　図６を参照すると、本発明の第２の実施の形態による液晶表示装置は、液晶パネル１３
４と、液晶パネル１３４とデータＰＣＢ１４４との間に接続された多数個のデータＴＣＰ
１４０と、液晶パネル１３４の他の側に接続された多数のゲートＴＣＰ１４６Ａ乃至１４
６Ｃと、データＴＣＰ１４０のそれぞれに実装されたデータドライブＩＣ１４２と、ゲー
トＴＣＰ１４６Ａ乃至１４６Ｃのそれぞれに実装されたゲートドライブＩＣ１４８Ａ乃至
１４８Ｃと、ゲートドライブＩＣ１４８とデータドライブＩＣ１４２に供給される駆動電
圧信号を生成する電源供給部１５０と、電源供給部１５０に直列に接続される制限抵抗Ｒ
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ｓを具備する。
【０１１２】
　液晶パネル１３４は、各種信号ラインとともに薄膜トランジスタアレイが形成された下
部基板１３６と、カラーフィルターアレイが形成された上部基板１３８と、下部基板１３
６と上部基板１３８との間に注入された液晶を含む。このような液晶パネル１３４は、ゲ
ートライン１５６とデータライン（図示しない）の交差領域毎に形成された液晶セルによ
り画像表示領域１４１に画像を表示する。下部基板１３６の外郭領域には、ゲートドライ
ブＩＣ１４８Ａ乃至１４８Ｃに供給されるゲート駆動信号を伝送するためのＬＯＧ型信号
ライン群が位置するようになる。
【０１１３】
　データＴＣＰ１４０には、データドライブＩＣ１４２が実装され、そのデータＴＣＰ１
４０は、データＰＣＢ１４４及び下部基板１３６と接続される。特に、一番目のデータＴ
ＣＰ１４０は、下部基板１３６の上のＬＯＧ型信号ライン群にそれぞれ接続されるゲート
駆動信号ライン群１５２をさらに具備する。このゲート駆動信号ライン群１５２は、デー
タＰＣＢ１４４を経由して電源供給部１５０から供給されるゲート駆動信号をＬＯＧ型信
号ライン群に供給するようになる。
【０１１４】
　電源供給部１５０は、入力電源を利用して液晶表示装置で要する共通電圧ＶＣＯＭ、ゲ
ートハイ電圧ＶＧＨ、ゲートロー電圧ＶＧＬ等のような駆動電圧を生成するようになる。
【０１１５】
　データドライブＩＣ１４２は、デジタル信号である画素データ信号をアナログ信号であ
る画素電圧信号に変換して液晶パネル１３４の上のデータラインに供給する。
【０１１６】
　ゲートＴＣＰ１４６には、ゲートドライブＩＣ１４８が実装され、そのゲートＴＣＰ１
４６は、ゲートドライブＩＣ１４８と接続される出力パッドを通して下部基板１３６と接
続される。
【０１１７】
　ゲートドライブＩＣ１４８Ａ乃至１４８Ｃは、入力制御信号に応答してスキャニング信
号、すなわちゲートハイ電圧ＶＧＨをゲートライン１５６に順次供給する。また、ゲート
ドライブＩＣ１４８Ａ乃至１４８Ｃは、ゲートハイ電圧ＶＧＨが供給される期間を除いた
残りの期間にゲートロー電圧ＶＧＬをゲートライン１５６に供給する。
【０１１８】
　ＬＯＧ型信号ライン群は、通常、ゲートハイ電圧ＶＧＨ、ゲートロー電圧ＶＧＬ、共通
電圧ＶＣＯＭ、グラウンド電圧ＧＮＤ、電源電圧ＶＣＣのような電源供給部１５０から生
成される駆動電圧信号を供給するＬＯＧ型電圧ラインと、ゲートスタートパルスＧＳＰ、
ゲートシフトクロック信号ＧＳＣ、ゲートイネーブル信号ＧＯＥのようなタイミングコン
トローラーから生成されるゲート制御信号のそれぞれを供給するＬＯＧ型制御ラインで構
成される。このようなＬＯＧ型信号ライン群は、ゲートライン１５６と同一のゲート金属
で構成される。
【０１１９】
　このようなＬＯＧ型信号ライン群の中から、画質に相対的に大きい影響を及ぼすゲート
ロー電圧ＶＧＬが供給されるＬＯＧ型電圧ラインＬＯＧＬの入力段または電源供給部１５
０で生成されたゲートロー電圧ＶＧＬをＬＯＧ型電圧ラインＬＯＧＬに供給するためのゲ
ート駆動信号ライン群１５２の入力段に相対的に大きい抵抗値を持つ制限抵抗Ｒｓを設置
する。
【０１２０】
　すなわち、制限抵抗Ｒｓは、ゲートＴＣＰ１４６Ａ、１４６Ｂ、１４６Ｃの間に形成さ
れる第１乃至第３ＬＯＧ型電圧ラインＬＯＧＬ１乃至ＬＯＧＬ３のライン抵抗
と直列に連結されて、第１乃至第３ＬＯＧ型電圧ラインＬＯＧＬ１乃至ＬＯＧＬ３のライ
ン抵抗（ａ、ｂ、ｃ）の合計（ａ＋ｂ＋ｃ）を無視することができるほどの大きい抵抗を
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持つようになる。例えば、制限抵抗Ｒｓは、約４３０～７６０Ω程度の抵抗値を持つ。
【０１２１】
　これは、液晶セルに充電された電圧を安定に維持するストレージキャパシタに供給され
るゲートロー電圧ＶＧＬが不安定になる場合、液晶セルに充電される電圧がゆがめられる
ためである。
【０１２２】
　このように、ゲートロー電圧ＶＧＬが供給されるＬＯＧ型電圧ラインＬＯＧＬまたはゲ
ート駆動信号ライン群１５２の入力段に直列に設置される制限抵抗Ｒｓにより、第１乃至
第３ＬＯＧ型電圧ラインＬＯＧＬ１乃至ＬＯＧＬ３のライン抵抗 は無視される
ために、ライン抵抗Ａ、Ｂ、Ｃによる各ゲートドライブＩＣ１４８Ａ、１４８Ｂ、１４８
Ｃに供給されるゲートロー電圧差が防止される。これにより、各ゲートドライブＩＣ１４
８Ａ、１４８Ｂ、１４８Ｃを経由して同一なゲートロー電圧ＶＧＬがゲートライン１５６
に供給されることにより、水平ラインブロックＡ、Ｂ、Ｃの間の輝度差は発生しないよう
になる。
【０１２３】
　一方、制限抵抗ＲｓによるゲートドライブＩＣ１４８毎のゲートロー電圧差の防止の効
果は、図７Ａ及び図７Ｂのように、液晶パネルの画像表示部１４１をドット 方式で駆
動しながら奇数番目のデータラインと偶数番目のデータラインに接続される液晶セルのそ
れぞれに相互に異なるグレイのテストパターンを供給する場合、著しく示される。
【０１２４】
　これを詳しく説明すると、第ｎ－１番目のゲートラインＧＬｎ－１にゲートハイ電圧Ｖ
ＧＨが供給されれば、図８及び図９に示すように、第ｍ－１番目のデータラインＤＬｍ－
１と接続される液晶セルＣ lｃには、共通電圧を基準で０グレイの正極性電圧８Ｖが供給
されて、第ｍ番目のデータラインＤＬｍと接続される液晶セルＣ lｃには、共通電圧を基
準で６３グレイの負極性電圧３Ｖが供給される。
【０１２５】
　引き継いて、第ｎ－１番目のゲートラインＧＬｎ－１には、ゲートロー電圧ＶＧＬが供
給されると共に、第ｎ番目のゲートラインＧＬｎには、ゲートハイ電圧ＶＧＨが供給され
ることにより、第ｍ－１番目のデータラインＤＬｍ－１と接続される液晶セルには、０グ
レイの負極性電圧０．３Ｖが供給されて、第ｍ番目のデータラインＤＬｍと接続される液
晶セルには、６３グレイの正極性電圧５Ｖが供給される。
【０１２６】
　このように、第ｎ番目のゲートラインＧＬｎにはゲートハイ電圧ＶＧＨが供給される際
に、第ｍ－１番目のデータラインＤＬｍ－１と接続される液晶セルに供給される０グレイ
の負極性電圧と、図１０に図示された第ｍ－１番目のデータラインＤＬｍ－１と以前のゲ
ートラインＧＬｎ－１の間の寄生キャパシタＣｐに充電された電圧との差により、以前の
ゲートラインＧＬｎ－１に供給されるゲートロー電圧ＶＧＬが正極性から負極性の方にス
イングするようになる。
【０１２７】
　このような第１乃至第３ゲートロー電圧ＶＧＬ１、ＶＧＬ２、ＶＧＬ３のスイング電圧
は、ゲートロー電圧ＶＧＬを供給する第１乃至第３ＬＯＧ型電圧ラインＬＯＧＬ１乃至Ｌ
ＯＧ３のライン抵抗 に比例して増加するようになる。
【０１２８】
　このようなスイング電圧の増加は、制限抵抗Ｒｓにより抑制することができる。すなわ
ち、ゲートロー電圧ＶＧＬが供給されるＬＯＧ型電圧ラインＬＯＧＬに直列接続される制
限抵抗ＲｓによりＬＯＧ型電圧ラインＬＯＧＬのライン抵抗Ａ、Ｂ、Ｃが無視されるよう
にすることで、スイング電圧がＬＯＧ型電圧ラインＬＯＧＬのライン抵抗 に比
例して増加することを防止することができるようになる。これにより、各ゲートドライブ
ＩＣ１４８Ａ乃至１４８Ｃを経由して同一なゲートロー電圧ＶＧＬがゲートライン１５６
に供給されることにより、水平ラインブロックＡ、Ｂ、Ｃの間の輝度差は防止される。
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【０１２９】
第３の実施の形態
　図１１は、本発明の第３の実施の形態による液晶表示装置を示す図面であり、ＬＯＧ型
信号ライン群の中でゲートハイ電圧を伝送するＬＯＧ型電圧ラインの入力段に制限抵抗が
設置された場合を図示したものである。
【０１３０】
　図１１を参照すると、本発明の第３の実施の形態による液晶表示装置は、液晶パネル２
３４と、液晶パネル２３４とデータＰＣＢ２４４との間に接続された多数個のデータＴＣ
Ｐ２４０と、液晶パネル２３４の他の側に接続された多数のゲートＴＣＰ２４６Ａ乃至２
４６Ｃと、データＴＣＰ２４０のそれぞれに実装されたデータドライブＩＣ２４２と、ゲ
ートＴＣＰ２４６Ａ乃至２４６Ｃのそれぞれに実装されたゲートドライブＩＣ２４８Ａ乃
至２４８Ｃと、ゲートドライブＩＣ２４８とデータドライブＩＣ２４２に供給される駆動
電圧を生成する電源供給部２５０と、電源供給部２５０のゲートハイ電圧ＶＧＨの出力ラ
インに直列に接続される制限抵抗Ｒｓを具備する。
【０１３１】
　液晶パネル２３４は、各種信号ラインとともに薄膜トランジスタアレイが形成された下
部基板２３６と、カラーフィルターアレイが形成された上部基板２３８と、下部基板２３
６と上部基板２３８との間に注入された液晶を含む。このような液晶パネル２３４は、ゲ
ートライン２５６とデータライン（図示しない）の交差領域毎に形成された液晶セルによ
り画像表示領域２４１に画像を表示する。下部基板２３６の外郭領域には、ゲートドライ
ブＩＣ２４８Ａ乃至２４８Ｃに供給されるゲート駆動信号を伝送するためのＬＯＧ型信号
ライン群が位置するようになる。
【０１３２】
　データＴＣＰ２４０には、データドライブＩＣ２４２が実装され、そのデータＴＣＰ２
４０はデータＰＣＢ２４４及び下部基板２３６と接続される。特に、一番目のデータＴＣ
Ｐ２４０は、下部基板２３６の上のＬＯＧ型信号ライン群にそれぞれ接続されるゲート駆
動信号ライン群２５２をさらに具備する。このゲート駆動信号ライン群２５２は、データ
ＰＣＢ２４４を経由して電源供給部２５０から供給されるゲート駆動信号をＬＯＧ型信号
ライン群に供給するようになる。
【０１３３】
　電源供給部２５０は、入力電源を利用して液晶表示装置で要する共通電圧ＶＣＯＭ、ゲ
ートハイ電圧ＶＧＨ、ゲートロー電圧ＶＧＬなどのような駆動電圧を生成するようになる
。
【０１３４】
　データドライブＩＣ２４２は、デジタル信号である画素データ信号をアナログ信号であ
る画素電圧信号に変換して液晶パネル２３４の上のデータラインに供給する。
【０１３５】
　ゲートＴＣＰ２４６には、ゲートドライブＩＣ２４８が実装され、そのゲートＴＣＰ２
４６はゲートドライブＩＣ２４８と接続される出力パッドを通して下部基板２３６と接続
される。
【０１３６】
　ゲートドライブＩＣ２４８Ａ乃至２４８Ｃは、入力制御信号に応答してスキャニング信
号、すなわちゲートハイ電圧ＶＧＨをゲートライン２５６に順次供給する。また、ゲート
ドライブＩＣ２４８Ａ乃至２４８Ｃは、ゲートハイ電圧ＶＧＨが供給される期間を除いた
残りの期間にゲートロー電圧ＶＧＬをゲートライン２５６に供給する。
【０１３７】
　ＬＯＧ型信号ライン群は、通常、ゲートハイ電圧ＶＧＨ、ゲートロー電圧ＶＧＬ、共通
電圧ＶＣＯＭ、グラウンド電圧ＧＮＤ、電源電圧ＶＣＣのような電源供給部２５０から生
成される駆動電圧信号を供給するＬＯＧ型電圧ラインと、ゲートスタートパルスＧＳＰ、
ゲートシフトクロック信号ＧＳＣ、ゲートイネーブル信号ＧＯＥのようなタイミングコン
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トローラーから生成されるゲート制御信号を供給するＬＯＧ型制御ラインで構成される。
このようなＬＯＧ型信号ライン群は、ゲートライン２５６と同一のゲート金属で構成され
る。
【０１３８】
　このようなＬＯＧ型信号ライン群の中から、画質に相対的に大きい影響を及ぼすゲート
ハイ電圧ＶＧＨが供給されるＬＯＧ型電圧ラインＬＯＧＨの入力段または電源供給部２５
０で生成されたゲートハイ電圧ＶＧＨをＬＯＧ型電圧ラインＬＯＧＨに供給するためのゲ
ート駆動信号伝送ライン群２５２の入力段に相対的に大きい抵抗値を持つ制限抵抗Ｒｓを
設置する。すなわち、制限抵抗Ｒｓは、ゲートＴＣＰ２４６Ａ、２４６Ｂ、２４６Ｃの間
に形成される第１乃至第３ＬＯＧ型電圧ラインＬＯＧＨ１乃至ＬＯＧＨ３のライン抵抗

と直列に連結されて、ＬＯＧ型電圧ラインのライン抵抗（ａ、ｂ、ｃ）の合計（
ａ＋ｂ＋ｃ）を無視することができるほどの大きい抵抗を持つようになる。例えば、制限
抵抗Ｒｓは約２７０～８３０Ω程度の抵抗値を持つようにする。
【０１３９】
　これは、ゲートハイ電圧ＶＧＨが不安定になる場合、各液晶セルのフィードスルー電圧
ΔＶｐ特性が変わって、各液晶セルに充電される電圧がゆがめられるためである。
【０１４０】
　このように、ゲートハイ電圧ＶＧＨが供給されるＬＯＧ型電圧ラインＬＯＧＨまたはゲ
ート駆動信号ライン群２５２の入力段に直列に設置される制限抵抗Ｒｓにより第１乃至第
３ＬＯＧ型電圧ラインＬＯＧＨ１乃至ＬＯＧＨ３のライン抵抗 は無視されるこ
とで、ライン抵抗 による各ゲートドライブＩＣ２４８Ａ、２４８Ｂ、２４８Ｃ
に供給されるゲートハイ電圧ＶＧＨの差が防止される。これにより、各ゲートドライブＩ
Ｃ２４８Ａ、２４８Ｂ、２４８Ｃを経由して同一なゲートハイ電圧ＶＧＨがゲートライン
２５６に供給されることにより水平ラインブロックＡ、Ｂ、Ｃの間の輝度差は発生しない
ようになる。
【０１４１】
　一方、制限抵抗ＲｓによるゲートドライブＩＣ２４８毎のゲートハイ電圧ＶＧＨ差の防
止効果は、図１２Ａ及び図１２Ｂのように、液晶パネルの画像表示部２４１をドット
方式で駆動しながら奇数番目のデータラインと偶数番目のデータラインにそれぞれ接続さ
れる液晶セルに同一なグレイのテストパターンを供給する場合、著しく示される。
【０１４２】
　これを詳しく説明すると、第ｎ－１番目のゲートラインＧＬｎ－１のゲートハイ電圧Ｖ
ＧＨが供給されれば、図１３及び図１４に示すように、第ｍ－１番目のデータラインＤＬ
ｍ－１と接続される液晶セルには３１グレイの正極性電圧６Ｖが供給されて、第ｍ番目の
データラインＤＬｍと接続される液晶セルには３１グレイの負極性電圧２Ｖが供給される
。引き継いて、第ｎ－１番目のゲートラインＧＬｎ－１にはゲートロー電圧ＶＧＬが供給
されると共に、第ｎ番目のゲートラインＧＬｎにはゲートハイ電圧ＶＧＨが供給されるこ
とにより、第ｍ－１番目のデータラインＤＬｍ－１と接続される液晶セルには３１グレイ
の負極性電圧２Ｖが供給されて、第ｍ番目のデータラインＤＬｍと接続される液晶セルに
は３１グレイの正極性電圧６Ｖが供給される。
【０１４３】
　このように、隣接した液晶セルに充電された正極性電圧と負極性電圧との間の電圧差は
同一で、これらの間の電圧差が互いに相殺されるので、前段のゲートラインの液晶セルに
充電された電圧が次の段のゲートラインの液晶セルの方にスイングされることが防止され
る。反面に、ゲートドライブＩＣ２４８毎、ゲートラインに供給されるゲートハイ電圧Ｖ
ＧＨは第１乃至第３ＬＯＧ型電圧ラインＬＯＧＨ１乃至ＬＯＧＨ３のライン抵抗

により不安定になる。すなわち、第１ゲートドライブＩＣ２４８Ａから第３ゲートドラ
イブＩＣ２４８Ｃの方へ進行するほどＬＯＧ型電圧ラインＬＯＧＨのライン抵抗が加算さ
れることにより、水平ラインブロックＡ、Ｂ、Ｃに供給される第１乃至第３ゲートハイ電
圧はＶＧＨ１＞ＶＧＨ２＞ＶＧＨ３のような関係を持つようになる。
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【０１４４】
　これにより、ゲートハイ電圧ＶＧＨが供給されるＬＯＧ型電圧ラインＬＯＧＨ又はゲー
ト駆動信号ライン群２５２に直列接続される制限抵抗ＲｓによりＬＯＧ型電圧ラインＬＯ
ＧＨのライン抵抗 が無視されるようにする。このため、各ゲートドライブＩＣ
２４８Ａ乃至２４８Ｃを経由して同一なゲートハイ電圧ＶＧＨがゲートライン２５６に供
給されることにより水平ラインブロックＡ、Ｂ、Ｃの間の輝度差は防止される。
【０１４５】
第４の実施の形態
　図１５は、本発明の第の４実施の形態による液晶表示装置を示す図面であり、ＬＯＧ型
信号ライン群の中でゲートハイ電圧及びゲートロー電圧をそれぞれ伝送する第１及び第２
ＬＯＧ型電圧ラインの入力段に第１及び第２制限抵抗が設置された場合を図示したもので
ある。
【０１４６】
　図１５を参照すると、本発明の第の４実施の形態による液晶表示装置は、液晶パネル３
３４と、液晶パネル３３４とデータＰＣＢ３４４との間に接続された多数個のデータＴＣ
Ｐ３４０と、液晶パネル３３４の他の側に接続された多数個のゲートＴＣＰ３４６Ａ乃至
３４６Ｃと、データＴＣＰ３４０のそれぞれに実装されたデータドライブＩＣ３４２と、
ゲートＴＣＰ３４６Ａ乃至３４６Ｃのそれぞれに実装されたゲートドライブＩＣ３４８Ａ
乃至３４８Ｃと、多数の駆動電圧を供給する電源供給部３５０と、電源供給部３５０のゲ
ートロー電圧ＶＧＬの出力ラインとゲートハイ電圧ＶＧＨの出力ラインのそれぞれに直列
に接続される第１及び第２制限抵抗Ｒｓ１、Ｒｓ２を具備する。
【０１４７】
　液晶パネル３３４は、各種信号ラインとともに薄膜トランジスタアレイが形成された下
部基板３３６と、カラーフィルターアレイが形成された上部基板３３８と、下部基板３３
６と上部基板３３８との間に注入された液晶を含む。このような液晶パネル３３４は、ゲ
ートライン３５６とデータライン（図示しない）の交差領域毎に形成された液晶セルによ
り画像表示領域３４１に画像を表示する。下部基板３３６の外郭領域には、ゲートドライ
ブＩＣ３４８Ａ乃至３４８Ｃに供給されるゲート駆動信号を伝達するためのＬＯＧ型信号
ラインＬＯＧＨ、ＬＯＧＬが位置するようになる。
【０１４８】
　データＴＣＰ３４０には、データドライブＩＣ３４２が実装され、そのデータＴＣＰ３
４０は、データＰＣＢ３４４及び下部基板３３６と接続される。特に、一番目のデータＴ
ＣＰ３４０は、下部基板３３６の上のＬＯＧ型信号ラインＬＯＧＨ、ＬＯＧＬにそれぞれ
接続されるゲート駆動信号伝送ライン群３５２ａ、３５２ｂをさらに具備する。このゲー
ト駆動信号伝送ライン群３５２ａ、３５２ｂは、データＰＣＢ３４４を経由して電源供給
部３５０から供給されるゲート駆動信号をＬＯＧ型信号ライン群ＬＯＧＨ、ＬＯＧＬに供
給するようになる。
【０１４９】
　電源供給部３５０は、入力電源を利用して液晶表示装置で要する共通電圧ＶＣＯＭ、ゲ
ートハイ電圧ＶＧＨ、ゲートロー電圧ＶＧＬなどのような駆動電圧を生成するようになる
。
【０１５０】
　データドライブＩＣ３４２は、デジタル信号である画素データ信号をアナログ信号であ
る画素電圧信号に変換して液晶パネル３３４の上のデータラインに供給する。
【０１５１】
　ゲートＴＣＰ３４６には、ゲートドライブＩＣ３４８が実装され、そのゲートＴＣＰ３
４６はゲートドライブＩＣ３４８と接続される出力パッドを通して下部基板３３６と接続
される。
【０１５２】
　ゲートドライブＩＣ３４８Ａ乃至３４８Ｃは、入力制御信号に応答してスキャニング信
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号、すなわちゲートハイ電圧信号ＶＧＨをゲートライン３５６に順次供給する。また、ゲ
ートドライブＩＣ３４８Ａ乃至３４８Ｃはゲートハイ電圧ＶＧＨが供給される期間を除い
た残りの期間にゲートロー電圧ＶＧＬをゲートライン３５６に供給する。
【０１５３】
　ＬＯＧ型信号ライン群は、通常、ゲートハイ電圧信号ＶＧＨ、ゲートロー電圧信号ＶＧ
Ｌ、共通電圧信号ＶＣＯＭ、グラウンド電圧信号ＧＮＤ、電源電圧信号ＶＣＣのような電
源供給部３５０から生成される駆動電圧信号を供給するＬＯＧ型電圧ラインと、ゲートス
タートパルスＧＳＰ、ゲートシフトクロック信号ＧＳＣ、ゲートイネーブル信号ＧＯＥの
ようなタイミングコントローラーから生成されるゲート制御信号を供給するＬＯＧ型制御
ラインで構成される。このようなＬＯＧ型信号ライン群はゲートライン３５６と同一のゲ
ート金属で構成される。
【０１５４】
　このようなＬＯＧ型信号ライン群の中で、画質に相対的に大きい影響を及ぼすゲートハ
イ電圧ＶＧＨ及びゲートロー電圧ＶＧＬがそれぞれ供給されるＬＯＧ型電圧ラインＬＯＧ
Ｈ、ＬＯＧＬの入力段または第１及び第２ゲート駆動信号ライン群３５２ａ、３５２ｂの
入力段に相対的に大きい抵抗値を持つ第１及び第２制限抵抗Ｒｓ１、Ｒｓ２を設置する。
すなわち、第１及び第２の制限抵抗Ｒｓ１、Ｒｓ２は、ゲートＴＣＰ３４６Ａ、３４６Ｂ
、３４６Ｃの間に形成される第１乃至第３ＬＯＧ型電圧ラインのライン抵抗 と
直列に連結されて、ＬＯＧ型電圧ラインのライン抵抗（ａ、ｂ、ｃ）の合計（ａ＋ｂ＋ｃ
）を無視することができるほどの大きい抵抗を持つようになる。例えば、第１制限抵抗Ｒ
ｓ１は約２７０～８３０Ω程度の抵抗値を持つようにし、第２制限抵抗Ｒｓ２は約４３０
～７６０Ω程度の抵抗値を持つようにする。
【０１５５】
　第１制限抵抗Ｒｓ１は、ゲートハイ電圧ＶＧＨが不安定になるのを防止して、各液晶セ
ルのフィードスルー電圧ΔＶｐ特性が変わり、各液晶セルに充電される電圧がゆがめられ
るのを防止するようになる。第２制限抵抗Ｒｓ２は、液晶セルに充電された電圧を安定に
維持するストレーキャパシタに供給されるゲートロー電圧ＶＧＬが不安定になるのを防止
することにより、液晶セルに充電される電圧がゆがめられるのを防止するようになる。
【０１５６】
　これにより、ゲートハイ電圧ＶＧＨが供給されるＬＯＧ型電圧ラインＬＯＧＨに直列接
続される第１制限抵抗Ｒｓ１と、ゲートロー電圧ＶＧＬが供給されるＬＯＧ型電圧ライン
ＬＯＧＬに直列接続される第２制限抵抗Ｒｓ２は、各ＬＯＧ型電圧ラインＬＯＧＨ、ＬＯ
ＧＬのライン抵抗ａ、ｂ、 無視されるようにすることで、各ゲートドライブＩＣ３４
８Ａ乃至３４８Ｃを経由して同一なゲート電圧ＶＧがゲートライン３５６に供給されるこ
とにより、水平ラインブロックＡ、Ｂ、Ｃの間の輝度差は防止される。
　

【０１５７】
　上述したように、本発明に係る液晶表示装置及びその製造方法並びにその駆動方法は、
ＬＯＧ型信号ラインの入力段にＬＯＧ型信号ライン群のライン抵抗の合計より相対的に大
きい制限抵抗を形成するようになる。これにより、ＬＯＧ型信号ライン群のライン抵抗は
制限抵抗に比べて無視することができるほどに小くなり、ゲートドライブ集積回路毎、ゲ
ート駆動信号の電圧差を減らすことができ、ライン抵抗の差による水平ラインブロック間
の輝度差を防止することができる。
【０１５８】
　以上説明した内容を通して当業者であれば本発明の技術思想を一脱しない範囲内で多様
な変更及び修正が可能である。
【図面の簡単な説明】
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ａ、ｂ、ｃ

ｃは

なお、前述した図６、図１１及び図１５においては、ＬＯＧ型信号ライン群のうちＬＯ
Ｇ型電圧ラインのみ示し、ＬＯＧ型制御ラインについては省略しているが、図３、図４と
同様に、液晶表示装置の駆動に必要なタイミングコントローラーから生成されるゲート制
御信号を供給するＬＯＧ型制御ラインが設けられるのは勿論である。



【０１５９】
【図１】従来のラインオンガラス型液晶表示装置を図示した平図面。
【図２】図１に図示されたラインオンガラス型信号ライン群のライン抵抗による水平ライ
ンブロック間の分離現象を示す図面。
【図３】本発明の第１の実施の形態に係るラインオンガラス型液晶表示装置を示す平図面
。
【図４】図３に図示された、制限抵抗が液晶パネルの下部基板の上に形成されたラインオ
ンガラス型液晶表示装置を示す平図面。
【図５】図３及び図４に図示されたライン抵抗と制限抵抗との間の連結関係を示した図面
。
【図６】本発明の第２の実施の形態に係るラインオンガラス型液晶表示装置を示す平図面
。
【図７Ａ】奇数フレームと偶数フレーム毎に６１グレイと０グレイを利用したテストパタ
ーンを示した図面。
【図７Ｂ】奇数フレームと偶数フレーム毎に６１グレイと０グレイを利用したテストパタ
ーンを示した図面。
【図８】隣接した４個の液晶セルに供給されるデータ電圧を示した図面。
【図９】図８に図示された隣接した４個の液晶セルに供給されるデータ電圧の変化を示し
た図面。
【図１０】データラインとゲートラインとの間の寄生キャパシタを示した等価回路図。
【図１１】本発明の第３の実施の形態に係るラインオンガラス型液晶表示装置を示す平図
面。
【図１２Ａ】奇数フレームと偶数フレーム毎に６１グレイと０グレイを利用したテストパ
ターンを示した図面。
【図１２Ｂ】奇数フレームと偶数フレーム毎に６１グレイと０グレイを利用したテストパ
ターンを示した図面。
【図１３】隣接した４個の液晶セルに供給されるデータ電圧を示した図面。
【図１４】図１３に図示された隣接した４個の液晶セルに供給されるデータ電圧の変化を
示した図面。
【図１５】本発明の第４の実施の形態に係るラインオンガラス型液晶表示装置を示す平図
面。
【符号の説明】
【０１６０】
　１、３４，１３４，２３４，３３４：  液晶パネル、２，３６，１３６，２３６，３３
６：  下部基板、４，３８，１３８，２３８，３３８：  上部基板、８、４０，１４０，２
４０，３４０：  データＴＣＰ、１８：　データライン、２０，５６，１５６，２５６，
３５６：　ゲートライン、２１，４１，１４１，２４１，３４１：　画像表示部、２２，
５２：　ゲート駆動信号伝送ライン群、２４：　データＴＣＰ入力パッド、２５：　デー
タＴＣＰ出力パッド、２６：　ＬＯＧ型信号ライン群、３０：　ゲートＴＣＰ出力パッド
、５０，１５０，２６０，３６０：　電源供給部、６０，１６０，２６０，３６０：　タ
イミングコントローラー。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ Ａ 】

【 図 ７ Ｂ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ Ａ 】

【 図 １ ２ Ｂ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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